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研究成果の概要（和文）：第1に、がん患者に実施されている心理療法の内容に基づいて、因子分析を実施し、
因子得点を算出した。第2に因子得点からクラスタ分析を行い、がん心理療法が3パターンに分類されることを明
らかにした。最後に、研究に使用するQOLアウトカム評価尺度の標準化研究を並行して行い、オンラインによる
インタビュー調査を用いてQOLを評価可能であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：First, a factor analysis was conducted and factor scores were calculated 
based on the psychotherapies provided to cancer patients. Second, a cluster analysis was conducted 
from the factor scores to identify three patterns of cancer psychotherapy. Finally, a parallel study
 was conducted to standardize the QOL Outcome Rating Scale used in the study, and it was found that 
QOL can be assessed using an online interview survey among cancer patients.

研究分野：行動医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、機械学習を用いて心理療法をカテゴリに再分類することを目的とした。これにより、様々な技法が
乱立していて定義が困難であった心理療法をいくつかのパターンに分類できることが証明され、患者や医療者に
とって心理療法を分かりやすく提示するための一助となったと考える。今後さらに研究を継続して行うことで、
患者が心理療法につながりやすくなり、がん患者のメンタルヘルス向上に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

わが国でがんと診断される患者は年間100万人にのぼる。治療の発展により５年生存率が上昇

する一方で、診断のショックや治療による負担は患者に精神的苦痛をもたらし、自殺率も高い。

治療期にうつ状態を抱える者は32%、病気に関する心配事を抱える者は97%であり (Mitchell et 

al., 2011; Ichikura et al., 2019, WCBCT)、医療者もがん患者に対する精神的支援に難しさ

を感じている (市倉他, 2018, JPOS)。このようながん患者の精神的苦痛に対して、心理療法が

有効であるとのエビデンスが確立しているにもかかわらず (Okuyama et al., 2017; Fors et 

al., 2010)、実際には心理療法の受療に至らない患者も多い (Shimizu et al., 2005; Endo et 

al., 2008)。我々の研究でも心理療法の受療を希望する者が19%と極めて少なく、その原因とし

て心理療法がどのようなものであるのか、患者や医療者にとって輪郭が見えづらいことが課題

であると考えられた (Takeshita, Ichikura , et al., 2018, IPOS)。そもそも心理療法には250

種類以上の技法があると言われているが、これらは専門家の経験から体系化・伝承されたもので、

類似した支援が乱立している。また心理職は経験に基づく個々の判断で技法を取り入れている

が (市倉他, 2018, 日本総合病院精神医学会)、どのような患者に、どのような技法が有効であ

るのかについてはエビデンスが乏しく、心理療法の技法選択には科学的根拠がない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、がん患者に対する様々な心理療法の種類や内容に関するデータを収集し、機械学

習を用いて心理療法をカテゴリに再分類することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

全国のがん診療拠点病院・国立がん研究センター（計328施設）にて、緩和ケアチームおよ

び精神科リエゾンチームの心理職に

依頼状・説明書・質問紙見本を郵送す

る（図）。説明書の内容に同意した心

理職には、ウェブシステムから同意チ

ェック欄に記入を求める。その後、ウ

ェブシステムのオンライン質問紙か

ら、支援を実施した患者のうち連続10

ケースについて、完全匿名化にて回答

を求める。評価項目は、①心理職の属

性および所属施設（性別、心理職の経

 

心理療法がだれにどう有効なのかわからない

心理療法の輪郭の見えなさが障壁
図１）がん心理療法における重要課題
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図４）質問紙イメージ

【心理職の属性】
性別 □男

□女
経験 □5年未満

□5～10年未満

【所属施設の特徴】
施設 □大学病院

□がん専門病院
地域 □北海道・東北地方

□関東地方
□中部地方

…

【心理療法の特徴】
場所 □入院ベッド

□外来個室
回数 □5回未満

□5～10回未満

【心理療法の内容】
当てはまる支援全てに……
□支持的精神療法（…）
□認知療法 （…）
□問題解決療法（…）
□ライフレビュー（…）

…

…
…



験年数、がん領域の経験年数、施設の種類、地域）、②連続10ケースの心理療法の特徴（面接

場所、回数、期間、患者本人のニーズの有無、家族のニーズの有無、主科のニーズの有無、心

理療法の種類、話題）とした。 

解析は、機械学習的手法のうち、教師あり学習のサポートベクトルマシンまたは適応型判

別分析を用いて再分類を行う。具体的には、心理療法の特徴として測定した各データの特徴

量からパターン認識し、心理療法を分類する。統計解析はデータ解析環境Rを用いることとす

る。 

 

４．研究成果 

第 1 に、がん患者に実施されている心理療法の内容に基づいて、因子分析を実施し、因子

得点を算出した。第 2 に因子得点からクラスタ分析を行い、がん心理療法が 3 パターンに分

類されることを明らかにした。最後に、研究に使用する QOL アウトカム評価尺度の標準化研

究を並行して行い、オンラインによるインタビュー調査を用いて QOL を評価可能であること

を明らかにした。これにより、様々な技法が乱立していて定義が困難であった心理療法をい

くつかのパターンに分類できることが証明され、患者や医療者にとって心理療法を分かりや

すく提示するための一助となったと考える。今後さらに研究を継続して行うことで、患者が

心理療法につながりやすくなり、がん患者のメンタルヘルス向上に寄与することが期待され

る。 
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